
皇事件」から技術史家へ
ARENA 

郎氏に開く
2011 

今西 一⑨幡西科大学商学部教授

はじめに

中岡哲郎氏は、日本を代表する技術史の研究者である。私も若い頃は、氏の著書『工場の哲学』

(平凡社、 1971年)を持って、農村調査の合間に京都府下の工場をまわったものである。ともかく

お会いして、その総明さには驚かされた。そして、何よりも歳を超えて、衰えぬその知的探求心の

強さにも驚嘆した。まさしく「名人に衰えなし」という格言の通りであった。ただ、この原稿を校

正してもらっている最中に、入読され手術までされながら、手を入れていただいたのは、何とも申

し訳ない限りである。大変なご苦労をおかげしたことをお詫びする。

本インタビューは、戦後農民運動史研究会の一環として、 2010年5月24日、西川長夫氏のお宅

で持たれた。中岡氏のお連れ合いの中間百合氏も参加していただき、インタビューの後には、西JfI

祐子氏の美味しい手料理も御馳走になった。インタビューには、研究会メンバーの安岡健一・番匠

健一・影浦I1顕子・竹山慎吾氏らも参加した。インタビューの後、参加者全員からの質疑応答があっ

たが、残念ながら今回は中両氏の健康状態などから、その部分は割愛することにした。なおテープ

起こしには竹山慎吾・影浦順子氏らの手をわずらわした。記して感謝したい。

1 中間少年の「天皇体験」

1969年、『朝日ジャーナル』が当時の世相ー「大学闘争」を反映して、「激動の大学 戦後の証

言j という興味深いシリーズを始めた。その第四回 (1970年2月22日号)に中岡氏が「京大天

皇事件」という記事を書いている。少し長くなるが、引用しておきたい。
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全く私的な体験から語りはじめることをゆるしていただきたい。(略)

それは私がたしか小学校の四年生のころであった。だから一九三八年ごろであった。日本の

国で「神」としての天皇の権威がもっともすみずみまでゆきわたっていた時代である。ランド

セルを背負って草履袋をふりまわしながら下校してゆく四、五人の小学生を想像していただき

たい。

先頭に立っていた子どもが、ふりかえりながらいたずらそうな顔をしてきいた。

「あのなあ、天皇陛下でも xxxしはるやろかj

xxxのところは今でも伏字にするのが慣習になっている性的な俗語である。

「きまっているゃないか。そんなら何で皇太子殿下が生まれはったんや」



.'nterview>>> r京大天皇事件Jから技術史家ヘ中周哲郎氏Iζ聞く

この答えがどんなに私のせいいっぱいの合理主義の表現であったか、同世代以上の人間なら

ただちにわかってくれるだろうが、若い世代にわかってもらうことはむずかしい。奉安殿の前

では深々と頭を下げるし、教育勅語の奉読中に頭をあげて御真影を盗み見するというような

「不敬」なことはー震もしたことはなかった。そんな子どもの私に向って、質問は神としての

天皇と性という二重のタブーにふれていたのだ、った。

私は、最初にこの文章を読んだとき、戦時体制のもとでも、子どもの世界のなかで、「天皇Jを

建前は「神聖」だと見ていても、狼談の世界のなかでは性的に「平等Jな穿在として認識していた

のか、という意味で理解した。ところが、中両氏に聞くと、真意は次のまわりの反応以降にある。

「うわあ、ものすごいこといいよるJ

と、真先にはやしたてたのは I君だった。それにつられて団りの子どもたちもいっせいにはや

したてた。私は狼狽した。そしてその次の瞬間、言いようのない恐怖がつきあげてきた。私は

走りだしていた。

天皇を噺笑したことからくる「恐怖」の感情というのが、若い世代に一番理解できない点で

あろう。そして、「今から考えてみても私は、その時泣きながら帰って来た私を迎えて、母の

とった処置はなかなか見事で、あったと思えるのだが、事情をきいた母はただ、黙って神棚のロー

ソクに火をつけたそして、」一

「さあ神様に、ぼくはわるいことをしましたといって、おがみなさし}J

と、それだけを言ったのである。「母のいうとおりに神棚の前で手を合わせると、本当に、まるで

つきものがおちたように、恐怖はあとかたもなく消えていたのである。中岡氏は、「そのつきあげ

てきた恐怖と、神棚の前で手を合わせた後の恐怖からの解放のさわやかさとを二つながら私は忘れ

ることが出来ない。それが私の最初の天皇体験を構成している。考えてみれば、理性の徹底への試

みの、最初の敗北の体験であったともいえる」と語っている。

現代歴史学の天皇制研究のなかでも、一番欠けているのは、この天皇棋が「恐怖の体系」であ

り、それが「国民宗教」とでも言えるように、人びとの生活のなかに根ざしていたという体験であ

る。私の恩師たちは、戦後、「孝明天皇毒殺説」にせよ古代天皇 fj騎馬民族説」にせよ、その当否

は別として、それが論壇で自由に語られた時の「新鮮さ」をよく口にした。おそらく現代の若者に

は、一番わかりにくい感情かもしれない。

2 昭和天皇への「公開質問状j

1951年 11月 12日、天皇が京都大学に「巡幸Jする前の京都大学の状況を、中関氏は次のよう

に語っている。「この年ちょうど l年間だけ発行されて、京大の活動家たちにかなりよく読まれて

いた『平和の戦士』のとりあげていいる記事を瞥見しでも当時の運動をとりまいていた状況がよく

わかる」としている。 f6号の一面トップ記事は、共産党京大細胞の機関紙『京大戦線』の発禁に対

する抗議の記事である。大学当局による発禁ではない。法務庁特審局による発禁である。理由はも

ちろん、「占領政策違反」であった。詞様に 12号には、法経教室の地下にはってあった「日立大久

保工場で、ナパーム弾製造進む」というピラが、政令325号違反容疑で学生部長立会いの下で川端署
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の警官に押収されたことを報じているん中岡氏は「それは戦前のことではない、戦後の民主日本

の出来事である」と語っている。

また rlF平和の戦士』にもっとも多く登場する記事は、小野信爾(現花医大助教授)救済に関す

る記事である。小野は反戦ピラをまいたかどで軍事裁判(もちろん米占領軍の)にかけられ重労働

三年、罰金千ドルの判決をうけた。その小野に対する退学勧告をはねかえすことと、救援、減刑等

が運動の一つの焦点、であった」。中欝氏は、東京の出隆選挙における 16人の反軍裁判と小野事件を

対i時している(拙稿「占領下東大の苧生運動と「わだつみ会一岡田椅之氏に開く (2) -J  IF調学討

究』第60巻4号、 2010年参照)。しかし小野氏は、山科の刑務所に収監され、沖縄送りにはなら

なかった。

中底氏は、「なぜ朝鮮戦争の初期に、日本の盟内で小規模で、もよい、とにかく大衆的な規模の公

然たる反戦闘争がおこらなかったのだろうか。朝鮮を爆撃する飛行機は日本から出撃していたので

ある」という疑問を投げかけている。「ストックホルムアピール運動にせよ、再軍備反対闘争にせ

よ、「合法的なj 平和運動は大きなひろがりをしめしていた」が、「それらは「朝鮮」に口をつむぐ

こによってのみその合法性を獲得していた。そして、共産党の火炎ピン闘争を含めて、公然たる反

戦闘争がはじまるのは「占領」の圧力もとけた五二年からなのである。そこには日本の戦後に関し

て間い残された一つの問題があるように思える」という問題を提起する。東京の 16人の反軍闘争

も、 50年の共産党の国際派と主流派の対立によって、「全国的な展開を妨げ」られていった。

このようななかで、昭和天皇の京大「行幸」が決まった。「時はちょうどサンフランシスコ講話

条約の調印寵後であり、問題の講話・安保条約の審議は巡幸と並行して国会でははげしく行なわれ

ており、その天皇による認証が巡幸途中の奈良で行なわれるという、きわめて政治的な色彩にい

ろどられた巡幸だ、ったJo r全語講話運動の一翼をになった京大同学会としては、ここは伺かをせざ

るを得ないところに追い込まれたと言ってよかった」。しかし、「この時の同学会中執での討論は、

延々としてすすまなかったという記f意があるJ0 r同学会は文化祭を天皇来学の時期にあわせて、 7

月に行なった原爆展を中心行事として対抗することをねらったが、大学はもちろん拒否し、原爆展

そのものを不許可にしたJo

「公開質問状を天皇宛に出すこと、なんらかの形の反戦の意思表示をもって追えること、という

最終方針のきまったのは天皇来学の日の数日前であった。その時質問状が天皇の手にとどくという

期待よりも、事大主義の大学を最大限に国らせてやれという気持が必ずしもなかったとはいえな

い」というのが、当時の中岡氏らの心情であった。その「公開質問状」とは、次の通りである。
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人間天皐に訴う!

私達は一個の人間として貴方をみる持、同情に耐えません。例えば、貴方は本部の美しい廊

下を歩きながらその白い壁の裏側は法経教室のひびわれた壁であることは知ろうとはされな

い。貴方の行路は数遊間も前から、何時何分にどこ、それから何分後にはどこときっちり定め

られていて、貴方は何らの自主性もなく、定まった時開に定まった場所を通らねばなりません。

貴方は一種の機械的人間であり、民衆支配のために自己の人間性を犠牲にした犠牲者であり

ます。私たちはそのことを人間として貴方のために気の毒に思います。

しかし、貴方がかつて平和な宮殿の中にいて、その宮殿の外で多くの若者たちがわだ、つみの

叫びをあげうらみをのんで、死んで、いることをしろうともされなかったこと。今と同じようにす

じがきにしたがって歩き乍ら太平洋戦争のために軍国主義イデオロギーの支柱となられたこと



e'nterview>>> r京大天皇事件J から技前史家ヘ中周哲郎氏に聞く

を考えるとき、私達はもはや貴方に同情していることはできないのです。しかし貴方は今も

変っていません。名前だけは人間天皇であるけれど、 それがかつての神様天皇のデモクラシー

版にすぎないことを私達は考えざるを得ず、又単独講和と再軍備の日本で、かつてと同じよう

な戦争イデオロギーの一つの支柱としての役割を果たそうとしていることを認めざるを得ない

のです。我々は勿論かつての貴方の責任を許しはしないけれど、もう一層貴方が同じあやまち

をもう一度くり返さないことを望みます。

そのためには私達は貴方が退位され、天皇制が廃止されることをのぞむのですが、貴方自身そ

れを望まぬとしても、少くとも一人の人間として憲法によって貴方に象徴されている人間達の叫

びに耳をかたむけ、私たちの質調に人間として答えていただくことを希望するのです。

質問

一、もし日本が戦争にまきこまれそうな事態が起るならばかつて終戦の詔書において万世に平

和の道を聞く事を宣言された貴方は、個人としてでも拒否するように世界に訴える用意がある

でしょうか。

二、貴方は日本に再軍備を強要される様な事態が起った時、憲法に於て武装放棄を宣言した日

本国の天皇としてこれを控否するよう呼びかけられる用意があるでしょうか。

三、貴方の行幸を理由として京都では多くの自由の制限が行われ、又準錆のために貧しい市民

に遡るべき数百万円が空費されています。貴方は民衆のためにこれらの不自由と空費を希望さ

れるのでしょうか。

四、貴方が京大に来られて最も必要なことは教授の進講ではなくて大学の研究の実状を知り、

学生の勉学、生活の実態を知ることであると思いますが、その点について学生と会って話し

合っていただきたいと思うのですが、不可能でしょうか。

五、広島、長崎の原爆の悲f参は、貴方も終戦の詔書で強調されていました。その事は私たちは

全く同意見で、それを世界に徹底させるために原爆展を制作しましたが、その開催が貴方の来

学を理由として妨碍されています。貴方はそれを希望されるでしょうか。又私たちはとくに貴

方にそれをみていただきたいと思いますが、見ていただけるでしょうか。

私たちはいまだ日本に於て貴方の持っている影響力が大であることを認めます。それ故にこ

そ、貴方が民衆支配の道具として使われないで、平和な世界のために、意見をもった錨人とし

て努力されることに希望をつなぐものです。一国の象徴が民衆の幸福について、世界の平和に

ついて何らの意見ももたない方であるとすれば、それは日本の悲劇であるといわねばなりませ

ん。私達は貴方がこれらの質問にょせられる回答に心から期待します。

昭和二十六年十一月十二日

京都大学同学会

天皇裕仁殿

この文章を、中間氏に書くことを頼んだ、のは、京大学生縮胞の指導者榎並公雄であり、文章の最

後に「天皇裕仁殿」と川宛名を入れたのは、ぜ萩産神学会の執行委員小畑哲雄氏であるが、

それ以外は全て中間氏の文章である。もちろん大学当局は受け取りを拒否した。作家の城山三郎氏

が、この文章を読んで、『大義の末j (角川文庫、 1975年)とういう小説を書き、作品のなかで引
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用していることでも有名な文章である。

京都人らしい「いけず」な文章であるが、読み返して見ると内容は厳しい。「貴方は一種の機械

的人間であり、畏衆支配のために自己の人間性を犠牲にした犠牲者であります」としながらも、貴

方が「平和な宮殿の中にいて、その宮殿の外で多くの若者たちがわだつみの叫びをあげうらみをの

んで死んで、いることをしろうともされなかった」と、その戦争責任を厳しく追及している。貴方は

「太平洋戦争のために軍国主義イデオロギーの支柱」であったと指摘し、「名前だけは人間天皇」と

しても、「それがかつての神様天皇のデモクラシー版にすぎないことを私達は考えざるを得」ない

とする。また「単独講和と再軍備の日本で、かつてと同じような戦争イデオロギーの一つの支柱と

しての役割を果たそうとしている」のであり、「私達は貴方が退位され、天皇制が廃止されること

をのぞむ」と宣言している。戦前なら間違いなく f不敬罪」の対象になっていた文章である。棺当

な勇気のいる一文でもあった。

そのうえ本部校内から道一つ隠てた、吉田分校(現人間環境学部)の門の前には一

願

神様だ、ったあなたの手で我々の先輩は戦場に殺されました。

もう絶対に神様になるのは止めて下さい。

“わだつみ"の声を叫ばせないで下さい。

京都大学学生一同

という大プラカードが立てかけられていた。

宮内省の役人も、後に記者会見で、語っているが、天皇「巡幸」のなかで初めての事態であった。

3 r京大天皇事件」以後
中間氏は、あの歴史的な「公開質陪状」を書いたが、恐くなって 12日には大学に行かなかった

という。しかも不思議なことに、中岡氏には何の処分もなく、 8人の同学会の役員が無期停学処分

を受けた。青木宏([日経三)・小畑哲雄(臨編文)・武田正博(新農二)・内山一雄(新教三)・倉野

昌夫(臨編工)・吉池健吉(新法三)・玉井仁 (18文三)・秋元恒生(新経三)氏の8名であった。

その処分を受けた幾人かの学生の社会的影響について語っておきたい。当時の同学会中央委員の倉

野昌夫氏は、 1977年の 5月21日、三高の同窓会の集りで、「京大天皇事件学生時代のこと」と

いう講演を行なっている (11神陵文態紅萌抄合法 1J三高自昭会、 1998年)。彼は苦学生で、

1944年に三高と海軍経理学校を受験し、翌45年に両校から合格通知が来たが、その一週間程前に

父が急逝し、「母子家庭」になってしまったのである。

上級学校への進学を諦めようとしたが、「何とか頑張る」ことになった。「私の母親は“担ぎ屋"

などをして、大体一週間に一度か二度のピッチで、米やら魚やらの重い荷物を背負って田舎から京

都まで運び、私の所へ供給する傍ら、それらの品物を知人に質上げて頂いて、それが学費の足しに

なったという経緯が御座います」。倉野氏は、京大の電気工学科に入学するが、「旧制高校の過程を

経ている臨時編入者は全員、教養課程を修了していると認めて頂きたい」という要求運動の先頭に

立ったために、京大同学会の8人の中央委員の l人に選ばれてしまった。

しかもこの年の 51年 11月 12自に「京大天皇事件j が起ったのである。その後 lj鹿間程なにご
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ともなかったのだが、仲間と麻雀をやっていた時、「同学会の執行委員は多分停学か退学は免れん

だろう」と冗談のように言われたのに対して、「そんな馬鹿なことことがあるか」と一笑に付した。

しかし、翌朝、教室に行った友人が、あたふたと戻ってきて、中央執行委員全員が無期停学と掲示

された紙を、掲示板からはがして持ってきてくれた。あわてて大学に行き、事務室に行ったが、「今

自から君は学校へ来なくてもよろししりと言い渡されました」。

「時が経つにつれて、「停学」ということが如何に重要な問題であるかということが、段々分

かつて参りました。京都におりますと下宿の場所が知られてますから、全国あらゆるところか

ら、右翼、或は暴力団のような思いがけないところから、色んな手紙やら投書やらが参りま

して、天皇に非礼を働いたような非国民は殺してやるというようなことを書いたものまであり

ました。一方田舎で一人暮しの母親の様子を開きますと、天皇がその後引き続いて郡部の方を

回っておられる最中でしたので、あそこの息子がこういうことだということになりますと、そ

れこそ外へも出られないという状態で、ひっそりうちの中に引きこもっているということも間

こえて参りました。

このことが、クラス担当の教授から服部峻治郎学長に伝わり、服部学長は、 52年の正月、倉野氏

の郷里丹後半島の石川村まで出向いて、村の主立つた人達を公民館に集めて、次のような話をした

そうである。

f!:!:間の色んな騒ぎからすると、誰かを処分しなければならなかったのはやむ得ない。だから

といって集った千人余の学生を一人一入札して、非礼があったかどうか、確認して非礼のあっ

たものを処分することは不可能。処分するならば自治会、同学会の代議員全員では多過ぎる。

執行委員 8名、これがもう最良の手段であった。従って執行委員 8名が天皐の前に立ちはだ

かつて非礼を{動いたというのではない、全体の責任者とみなし、教育的措置として停学処分を

行なった。更には自治会である「同学会Jは解散させたという経緯を説明されたそうです。

しかしこの話は、逆に倉持氏の処分が、完全なスケープゴートであったことを証明している。服

部学長は、「ポケットマネーだから気にするなと言って、私の母親に十万円手渡して、帰って行か

れた」そうである。大学卒業の初任給が3000丹時代の大金である。服部学長も、「母子家庭」で

あった倉持氏への同情があっただろうが、この処分には相当に後ろめたい思いがあったのであろ

う。 52年の5月 13日に停学解除になって、東京のアルバイト先から大学に戻った。服部学長は、

彼を授業料免除にし、就職の心甑をして、 9月卒業にしてくれたそうである。ただ、卒業の前に学

園復興会議の荒神橋事件を経験している。

「犠牲者のその後」については、「青木は卒業後は大学院ではなく、教職員組合に職を得たと聞い

たj としている。後には証券会社の重役になっている。小畑氏は、「停学中に京都のメーデーに参

加したため謹慎中にも拘わらずということで、イ自の六名と同時に復学できず、遅れて解除された」。

小畑氏については、拙稿「京大天皇事件前後一小畑哲雄氏に聞く一J (小樽商科大学『商学討究』

第 120輯、 2010年)を読んでいただきたい。

一番数奇な人生をたどったのは玉井仁氏で、「停学中に起ったメーデ一、宮城前の騒乱事件当時、

全学連委員長であったため、当局から手配される身となり、そのため遂に復学できなかった。生家
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から出て他家を継ぐことになった噂を開いたのは、つい最近のことである」。なんと玉井氏は、白

鳥事件の容疑者の一人(別人)と間違われ、逮捕されて裁判にまで出頭しているのである。その経

緯を、当時読売新聞の北海道総局の記者で、あった作家の佐野洋氏が、 f北の事件簿Jl(新潮社、 1983

年)で書いている。

この事件の関係者であり、中間氏のインタビューにも出てくる榎並公雄氏については、盟友米

田豊昭氏らと創った、都市科学研究所の 1983年の倒産事件をルポした後藤正治氏の『私だけの勲

章Jl(岩波書屈、 2005年)の一章「幻の革命j に詳しいる。榎並氏は、 1976年 11月初日、 48歳

の若さで京都の自宅で逝去している。

4 山村工作隊の経験

1950年代、百本共産党の山村工作隊の一環として、「紙芝居」や幻燈を持って、農村を回った当

時の学生の経験は悲惨であった。中両氏は 「百姓ー撲の幻燈」を持って、滋賀県大津市近辺の被

差別部落をまわった経験を、次のように語っている。

ある山間の未解放部落で幻燈をやった時である。私はまず、その部落の家におどろかされて

しまった。想像したよりもず、っと大きな家がならんで、いた。しかしその家の壁は泥でぬりかた

めだけの荒壁だった。私は、私たちにその部落の存在をおしえてくれた農民が、「彼らはかせ

ぎもないくせに家だけはでかいのをたてたがるJ と吐いてすてるようにいったことを思いだし

た。その家の大きさは彼らの、誰からも馬鹿にされたくないという気持をあらわしていた。そ

してその荒縄の泥のぬりかたは、それにもかかわらず、彼らのまずしさをありありとしめして

いた。そのことのなかに私達は彼らのうけて来た差翌日をみいだし、そして感動した。

そこで幻燈を始めると、酔った小父さんは、 11佐倉惣五郎というやつはエライ奴だ。といった。

私は思わずニヤリとしたかもしれぬふところが話が佳境に入ってくると、小父さんは一

なあ学生さんよ、しっかり勉強してえらい人になってくれよ。

こんな山奥にまで実地の経験をつみに修行にくるような人はきっとえらい人になる。あんた

みたいなわしらのことをわかってくれる人が日本のえらい人になってくれんとあかんのや。

と言われて、中陣氏は 11えらい人になんか死んで、もならないぞじとどなる位がせい一杯だったJ

と書いている。しかし、「そのような経験をとおして得たものを無意味な陶酔として否定し去るこ

とは、私にはできない」としつつも、「国民の科学運動の挫折の原国は、感激が陶酔へ転化してい

く過程に、そしてそのなかで、もともと起源を同じくしたした当時の政治運動に従属させられてゆ

くことに抵抗できなかった弱さのなかに求められるべきであろう」としている。

石母田正氏の『歴史と民族の発見』を取り上げ、「彼は科学的な歴史家から一歩ふみだして、陶

酔へのみちを歩みかけていたのだ、中国革命を中心とするアジアの激動に刺激を汲みとっていた当

時の左翼運動が、火炎ぴんと山村工作の極左行動に転落していった時に、同じ情勢から最大のエネ

ルギーを汲みとっていた国民の科学運動は中国かぶれのみちをとおして、政治行動への一方的従属

の解体のみちをたどっていくのはほとんど必然の勢いであった」と総括している(中間哲郎『現代
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における思想と行動』三一新書、 1960年、 70'"74頁)。

この啓蒙運動に対して、最も厳しい批判を向けた人物に、吉本隆明氏がいる。「吉本は啓蒙主義

に反対する。幻想に捉われている迷妄な大衆に対して、知識を与えてその幻想から脱却させるとい

う啓蒙主義的な立場は、結局、新たな権力関係をつくりだし、それに対応する幻想、を産み出すこと

になる。善や正義の立場にみずからをおき、その高みから教えを説こうとする知識人は、そうした

自己正当化が権力行使の欲求への屈服で、あることに気づいていない。俗流社会主義、あるいはロシ

ア化されたマルクス主義は、知的権力関係の病理を理解できず、必然的に党派主義的な権力体制の

構築に向かっていく」のであると、啓蒙運動のもつく権力性〉を、鋭く批判する(島麗進「吉本隆

明の思想と宗教」、安丸良夫他編 f戦後知の可能性』山川出版社、 2010年、 147'"148頁)。

国民の科学運動と、その一環としての国民的歴史学運動は、 50年代初頭の日本共産党の山村工作

欝や火炎瓶闘争と結びついていた側面があり、長い間タブーとして語られなかった。いや今でも語

ることを拒否する人がいる。しかし近年、若手や中堅の研究者の間で、そのタブーを破り、ユニー

クな視覚から追求する研究が現れている。そのひとつは、花森重行氏の民科京都支部控史部会の紙

芝屑 r紙閤祭』の上演運動の分析であり (f国民的歴史学運動期における政治の多様性J 11新しい歴

史学のために』第275号、 2009年)、いま一つは、溝口健二監督の映画『山淑太夫j (1954年封切

り)と歴史家林屋辰三郎との交流を追求した京楽真帆子氏の研究である (f時代劇映画と壁史学研

究の避遁J 11人間文化』第26号、 2010年)。今後の研究の進展を期待したい分野である。

F 、
中間哲郎氏インタビュー

h 

1.一一天文少年と天皇

今西 1928年の 7月 12日に京都市でお生ま

れになったのですか。

中間ええ。

今西 お生まれになった場所はどこになるのです

か?

中関 田中神社というのはご存知ですか?その

そばの田中里の内町です。父母は山口県から出

てきたんで、もともと京都人ではないわけです。

今西 お父さんとお母さんのお名前を教えてい

ただけますか。

中間 父は寿一。それから母は静子です。

今西 ご藷売は何をやっておられたんですか?

中間 父は小学校の先生で、す。

聞き手。今西一

d 
今西 お母さんはもう家庭で、ず、っと、「家庭婦

人」で過ごされたんですね?

中間 京都へ移ってくる動機というのは、姉が

二人、僕が一番下の男の子。二番目の姉が生ま

れたときに、お産の時に、女の人とお産と結び

つけておこる病気だ、ったんですね。なんていう

か、月経の周期と関係があるんですけど。それ

と年に 2回、これも非常に正確に、正月の少し

前 12月の終わりごろと。もう一つは夏至の前

後に起こる、一種の「精神病」ですね。全然わ

からなくなるんです。結局、病院に入れるんで

すけれども、田舎でそういうのを治療できる病

続がないから、だから母親の病気が起こったと

きにすぐに入院できる病院がある場所というこ
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とで、京都へ出てきたのです。

今西 お父さんはもともと山口で学校の先生を

やっておられたのですか?

中岡 山口で小学校の校長をしていたのが辞め

て、そして京都へ来て、そのへんのことは私が

知らんことですが、たぶん教頭ぐらいからやり

なおしたんだと思います。

今西教頭からもうー囲ですか。

中間 僕が中学の頃には、小学校の校長で、した。

今西 ご兄弟は何人おられたのですか?

中間 3人です。姉が2人、そして僕ですね。

今西 これは最初、天皇事件の f朝自ジャーナ

yレ』の記事のなかで、小学校の頃に天皇もセック

スをするのかみたいな話をして、天皇制に疑問

をもったという話を書いておられたんですけ

ど、こういう話を小学校の頃にされたんです

か?

中岡 それはなんていうか、話がうまく伝わっ

てないかもしれないですね。京都へ行ってか

ら、母のそういう病気があるもんだから、病気

が起こる前 l週間ぐらいは、近所の人と非常に

呉合が悪くなって。だから父親が苦労してず、っ

と小学校、何回変わったかな。 4回、卒業する

までに 4田小学校変わったんです。それで一番

最後に、第二錦林小学校という、いまのちょう

ど楽友会館のすぐ手前。あそこが今はたしか中

学だけれども、そこに通うてたときの話です。

今西 小学校4年生で、おっしゃっておりますよね。

中間 小学校の頃、罰金から府立医大で入学し

た親戚があって、母の側からいうと、甥になる

わけですね。府立医大に入った時から家に出入

りしていた。戦争で、軍医になって、すぐに出証

するんですけど、その時あず、かった彼の蔵書が

家に残っていて。それで、小学校4年生だ、ったと

き、それをときどき広げて、女のあそこはどう

なっているかとか(笑)。

今西医学書ですね。

中岡 そういう勉強、そういうことをある程度

の知識があったわけです。だから、トイレへ

行ったときに、友達が女の子のトイレはなんで、
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あんなにジャーという音がするんやというの

に、それは女の尿道は男の尿道よりず、っと短い

からなんやと答える(笑)。そういう話をする

仲だったわけですね。それである日、学校から

の帰りに、あれに書いてあることは、僕と同じ

くらいませた子がいて。実は再窓会の時に、そ

の話についてお前あのことを覚えているかと聞

いても、本人は全然覚えていないんですね。そ

れを突然5人くらいで帰る時に、ぱっと見て、

お前な、天皇堅下は、オメコしはるんやろか言

うて。それに僕はもう決まってるゃないか、な

んで皇太子が生まれはったんやいうて。そした

ら、もうまわりの 4人が、うわあすごいこと

言いよると言って。僕は得意になって話したの

に、わいわい騒がれて、だんだん怖くなって泣

きながら家へ帰っていったわけ。母親がなんで

泣いてるんやと、これは当然関きますわね。

で、実はこうこうこうでと話したら、ちょっと

今から思って不思議な、やっぱり病気さえなけ

ればえらい母親ゃったと思うんですけどね。分

かったと、神棚の能へ私をつれて行って、ここ

へ座って、神様私は天皇陛下に大変失礼なこと

を致しましたというて拝みなさいと。そのとお

りにしたら、なんかばあと天が晴れるような感

じでね、すっとその悩みが諮えたわけです。そ
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の話があれに書いたわけ、そういう話なんです。

今西やっぱり学校では、当時そういう天皇が

神である、そういう軍国主義教育ですよね、今

でいえばね。そういうことはかなり徹底して行

われていたんですか?

中岡 だからあの、天皇の神聖というのは、そ

ういうふうに建前としてあって。そしてしかし

社会全体としてはやっぱり、だいたいそれに

従っているんだと。だけど、一番端の方の世界

ではね、やっぱりそういうことが子供でなく

て、もし十数歳以上の大人であったらね、そう

いうことが疑陪にもなるはずがないし、そして

あのそういうことを龍いたら恐らくそのとおり

でいえば、笑い話になったろうと思いますね。

ところが、子供ですから、つまりしっかり教え

込まれているまだ年代なんですよ。だからあの

ごく普通の反応でしょうね。小学生としては。

僕はあのやはりそういうことでもって、常に子

供再士で話したときに解説していた。だから当

然、当たり蔀ゃないかという言い方になったわ

けですね。

今西天皇をめぐる狼談みたいなものはけっこ

う大人の世界でもありましたけどね。でも、そ

の当時は天皇への恐怖というのもすごかったで

すね。京都府立第一中学校に行かれるわけです

ね。

中関ええ。

今西後の洛北高校ですよね。でもかなり進学

校ですよね、この頃では。

中岡進学校ですね。

今西 まあー中、三高、京大というのは当時京

都では一番エリートコースですよね。だから、

失礼な言い方ですけど、小学校の頃から勉強は

よくできたわけですか?

中関 できたことはできたと思いますね。そう

いう、あのつまり 4問、学校を変わるというよ

うな生活ですから、その4回目の学校です。

で、撲が行くまではなんていうか、あの子が一

番ょくできるというてた子が、僕が行ってから

は、少し地位が危なくなって、それで少しいじ

められたようなこともありました。

今西 当時は転校生に対するいじめみたいなも

のはひどかったんですか?よそから来た子に対

して、京都は、町組がわりと強いですからね。

中間 そういうものはあったと思うし、それか

ら第二錦林小学校というのは、その前はです

ね、あの京都ー中はそこにあった。それが、今

ある洛北へ変わりまして。そのあいた所につく

られた。京都の人間のなかでは、一中、三高、

京大と並んで、いるわけですよね。その一中のあ

とに来たというので、というのでいじめが強

かった。

今西一中はエリート意識が強いでしょうね。

当時のエリート校ですよね。

中岡 一緒に遊んでいた吉田山でチャンパラを

やるというのが。それぐらいしかその当時は娯

楽はなかった。校庭で野球をやるというのと吉

田山でチャンパラをやるぐらいしか遊びがな

かったですけども、吉田山でチャンパラをやっ

た仲間なんかも今考えてみると、郊外から明ら

かに来ている。戦前だからそういう越境という

のはそれほど厳しくなかった。

今西 当時は小学区舗をひいてませんからね。

中間 だからあの校区の外から来ていた子が多

いですね、多かった。

今西 もうだけど戦時色強くなってくると、食

糧事情なんかもそろそろ悪くなってくる頃じゃ

ないですか ?41年、卒業されるのが45年にな

るんですから、その一中に行かれる頃は食糧事

情がだんだん悪化してくる時代でしょう。

中岡 あのまあそれでも、本当にひもじい思い

をするようになったのは 43年ぐらいでしょう

ね。 43、4年というのが、すごく食糧事情が悪

くなった。

今西 とくに敗戦の l、2年前っていうのはも

のすごい悪化しますからね。その頃、やっぱり

自然科学に関心を持たれたんでしょうか?

中間 いわゆる科学少年ですね。

今西科学書はまだそれほど規制されてなかっ

たわけですか?自由に読めた方なんですか?
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中間 これはあちこちに書いていることです

が、橋田文部大臣、彼が文部大臣になった時の

スローガンっていうのは、「科学する心」とい

うスローガンだった。これはあの歴史的に言え

ますが、だいたい科学教育っていうのは、第

一次大戦が終わる頃から大幅に改善されていっ

て、そして研究開発っていうようなことも、や

らなければならないといけないというか、それ

が自本の技術の一番遅れた部分であるという認

識は、これは強かった。そしてあの科学教育を

少しずつ、理工系の教育をちょっとずっ改善し

ていかなければならないというのが、段々と広

まってまってきて、戦前の一番頂点というのは

昭和 14年、 15年でしょうね。それで、その頃

は科学書というのが、啓蒙的な科学書がものす

ごくたくさん出た。そして啓蒙的な科学書のな

かで、ベストセラーになった、例えばホグベン

の F甫民の科学』。ああいう本、一連の本とい

うのは、これは唯研(唯物論研究会)のグルー

プが意識的に翻訳しているんですね。そしてホ

グベンも含めて、その頃に訳されたさまざま

な科学的な啓蒙書のなかの、とくにイギリス人

が書いたもの、クラウザーだとか、パナールだ

とか、ホグベンだとか、そういうグループは左

翼、ヨーロッパの社会民主党系の左翼で、すね。

そういう著者の書いているあの啓蒙書を、唯研

の周辺にいた学者が意図的に訳している。

今西 その頃、パナールも翻訳は出ていたんで

すか?

中間 ええ。パナールの本はちょっと記{意にあ

りません。まあ、そういう時期に中学ぐらいに

いた人闘が、例えば広重徹と、その頃読んだも

のを突き合わせてみるとまったく一緒でした。

そして、そのなかである程度、やっぱり非堂に

合理的にものを考えるということが作られて

いったと思います。

今西 われわれも高校時代は、自然科学はオ

ノtーリンとかパナールから入っていったんです

よね。広重さんなんかもそうでしょうけど、パ

ナールの科学の制度化論とかに興味がありまし
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た。あれに非常に影響受けて。『麿史における

科学』の鶴訳が出た頃ですよね。でもたしかに

当時影響があったボルケナウなんかが紹介され

ていて、『封建的世界像から市民的世界像へ』

というのは、奈良本辰也さんらは読んでおられ

たみたいですね。

中間 ボルケナウが読まれたのは戦後でしょう

ね。戦前に訳されているんだけども、読んだ人

間はごく少数だったですね。ああいう本が僕

ら、その当時の科学少年のなかに入り込んで、く

るということは全くなかった。

今西一方で、、軍国少年でもあったわけでしょ

う。また当時は、科学論の影響を受けておられ

たわけでしょう?

中岡例えば、やっぱり広重、後藤邦夫、坂本

賢三、そういう連中とその頃読んだ本を突き合

わせてみると、読み物はそうですね。それか

ら、木辺成麿『反射望遠鏡の作り方』だとか、

共通するものがすごくありました。広重だけ

は、 H.G.ウェルズを読んだと言っていたけど。

それについてはいろいろ、いやそんなはずはな

いという説もあります。だから、橋田邦彦文部

大臣の功績みたいなものが、我々の世代の科学

史家を育てているという、そういう繋がりはあ

ると思いますよ。

今西先生は天文学にご興味をもたれたのはそ

ういう関係なんですか?なぜ天文学を志したん

ですか?

中間 まさにそういうことで。それもほぼ共通

だと思いますけれども、天体観測をやるという

ことです。それから京都一中では天文学同好会

です。

今西 そんなにいい望遠鏡なんかあったんです

か?

中岡 口径 10センチぐらいの望遠鏡、ちゃん

と赤道儀といって、要するに回転軸がきっちり

北極に合わされていて。それで自転軸のまわり

に望遠鏡を回転させるだけで、星の動きを追跡

できる赤道儀架がありました。
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2.一一四海兵、三高時代
今西 それを中学時代にやっておられて、京大

で天文学をやろうと患って行かれるのですね。

しかし、その前に海軍兵学校へ行かれますよ

ね?海兵も当然エリート校ですけれども。海兵

に行った動機は何ですか?

中間 それは何かに書いたことがあるんですけ

どね。非常に変な、完全に繋がっているか分か

らないんですけど、激石の『こころ』が好きで

ね。要するに rこころ』の最後の文句までは覚

えてないけれど。乃木大将の殉死を酷いて、そ

して主人公がなんか、明治という時代の精神の

ために殉死するという。そういう筋だ、ったんで、

す。それを読んでね、なんか突然、本当に突然。

今西海軍兵学校へ行こうと。

中捕 時代の精神に殉死すると。これはその当

時の少年にありがちな、ということはまず絶対

にないけれども。子供というのは突然そういう

ことを思うものです。『こころ』というのはも

のすごい好きだったからということもあります

けどね。

今西 海軍兵学校というのはどこにあったんで、す

か、当時は、江田島へ行かれたんで、すか?

中岡兵学校の本校は江田島しかないです。そ

の頃、兵学校予備校っていうのがあって、それ

はたしかどこにあったかな、岩閣かどっかにあ

りました。

今西先生は、江田島に行かれたんですか?

中部本校は、本科の方は江田島にしかなかっ

た。江田島のなかに大原分校というのと、本校

があって、そして大原分校の 608分隊でした。

今西 でも 4月に行って 8月に敗戦ですよね。

だから 4カ月ぐらいしか行っていない。

中間 授業を受けた記憶というのは 1カ月ぐらいし

かなくて、あとの記壌は横穴を掘っていたと。

今西 当持は中学生でもそうでしたからね。勤

労動員に駆りだされていましたからね。

中関 中学の最終学年も勤労動員です。

今西勤労動員はどこへ行かれたんですか?

中関 勤労動員はね、今の勧業館っていうのは。

今西 岡崎に勧業会館がありますね。

中間今何になっているかよく知らないで、すけ

ど、そこに国際航空の工場があって、そこです

ね。これは、いたのはやっぱり数カ月しか記憶

がありません。

今西敗戦になって、海軍兵学校を退学になっ

て、そのあと 1年半浪人されてますよね。なん

か進学を断念して、田舎で農業をしょうかとま

じめに考えていたことがあるというふうに書い

ておられますけど。

中間 転入試験というのがあったんですね。も

と軍の学校にいた者を、!日制高等学校に入学さ

せるかどうかということについてだ、いぶ議論が

あった。しかし、とりあえず旧制高等学校への

転入はやるということになって、ごくわずかの

定員で転入試験があって。これは受けたけど落

ちたわけですね。それからしばらくの問、さま

ざまの|日軍の学校にいた者は入学させるなと

か、させるとかいう議論があって。そして翌年

の3月に入学試験を受けて一次は通って、二次

の試験を受けて、その発表の寸前に、要するに

旧軍学校にいた者はストップするというのがか

かった。それはあの6月ぐらいまで、ず、っと議論

が続いて。そうでない人間は全部、発表があっ

て、もう新学期が始まっているわけです。 7月

ぐらいまでになって、やっと入学させてもいい

という。二次試験の結果が発表されたら、落ち

ていたわけです。

今西 その時はどこにおられたんですか、京都

ですか?

中岡 京都。京都ですが、家は山科に変わって

いました。山科の家にかなり広い面積の庭が

あって。そして田舎、つまりu1口には、親は

移ってきたけど、家は残っているわけですか

ら。山口に帰って百姓になるかということで、

試みに玉葱を植えてみたんです。そしたら、玉葱

いうのはものすごい難しいんで、す。全部諮えた。

今西農業は挫折したと?

中間 諦めた。俺みたいに不器用な人間には農

業はだめだと。もうこれで、いくしかないという
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ので、真面目に勉強して、翌年の試験を受けて

入ったわけですね。

今西 50年に、入学になるわけですね、その

時ね。

中岡 50年になりますかね?

今西 50年4月に京都大学理学部入学ですね。

いや、 47年に三高入学ですね。 47年4丹三高

に行かれたわけですね。だから、いまの京大の

人間環境学部があるところですよね。当時の

三高ですからね。その頃、三高はどういう雰囲

気でしたか。力石定ーさんとかああいう人たち

と、共産党をやっていた人たちとは関係なかっ

たのですか。

中間 力石なんかは、まず僕みたいに、こうあ

れしていないから、要するに 2年上ですね。

今西力石さん。森さん、数学のね、森毅さ

ん、萩原延寿さん、あの辺が同期ですよね。年

齢的には近いんですけども、 2年上になるわけ

ですね。力石さんらが学生運動をやっていたわ

けでしょ、森さん、萩原さんはあんまりやって

ないんですけど。力若さんは三高で熱心に学生

運動をやっていた。

中間 そうですね。

今西 三高で共産党を作ったり、学生運動を始

めたわけですよね。その頃影響受けられたこと

あるんですか?

中間 いえ、いやクラスが違うということがあ

るし。共産党には入らなかったから、だからそ

ういう点ではあんまり影響はなかったですね。

今西戦後はだけど、三高からわりと教師が追

放されている人もいますよね。戦争中ピンタを

かなり学生にやる教師がいて、そういうのを力

石さんらが運動して、追い出したりしているん

ですけどね。

中関 それはおそらく僕が入る前と違いますか?

今西 入った頃はもうそういう事件はほとんど

なくて?

中間 撲が入ってからはそういう記憶は全然な

いですね。

今西 当時その自本史は中村寵勝さん、東洋史
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は宮崎市定さん、その辺が教えておられたんで

すが、あまり覚えておられないですか?

中間理学部ですから。覚えてないで、す。

今西理工系の方の、とくに印象に残った先生

というのは?

中岡理科6組というのは、非常に珍しいクラ

スで第一外国語がフランス語で。僕が入ったと

きにできて、そしてそれが三高の最後になった

から、結局 lクラスだけになるんですね。だか

らフランス語は、伊吹武彦さんと生島遼ーさん

ですよね。それでまあ、あの今から思いだして

みると本当恥ずかしいんですけども、フランス

語の時間に生島さんがサルトルの話をして、つ

まりまだ輸入されていない洋書を夕イプして、

研究者の間で

よね。サルトルの『実存主義はヒューマニズム

である』という論文を読んで、酉告かったとい

う話を講義してくれたんです。それで先生、そ

れ貸してください。それで生島さんが貸して

くれたのをボロボロにして返した。書き込みな

んかはしてないですよ。だけどしょっちゅう字

引を引きながら、めくっては、生島さん返した

ら、ああと言って受け取ったけど、ょうあの時

に叱られなかったなと。

今西先生の若い頃の影響に、マルクス主義

と実存主義があるんじゃないかという感じを

ちょっと受けていたんですよね。生島先生の影

響からサルトルなんか読まれたわけですね、当

時実存主義の思想、に興味をもたれたのですね。

中間 サルトルとかカミュ。カミュはこれも生

島さんの話を聞いてから これはもうその時は

丸善で買えたので、丸善まで注文しにいって、

『異邦人』そして理解したかどうかはわからへ

んけど、ともかく読みました。

今西 その頃、ご自分でカミュの翻訳をされた

んでしょう。

中間読んだ、つまり翻訳ではなくて、原文で

読んだ。

今西 マルクス主義の影響というのはあったん

ですか、三高入ってから。まだその頃は?
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中間 いやマルクス主義の影響はありました

よ。だからいろいろ、いろんなもうサークルは

本当にいっぱいありましたよ、みんなあの知識

に飢えている感じだ、ったから、自然弁証法研究

会だとか。

今西 三高でやられたんですか、自然弁証法研

究会を。

中岡 ええ、資本論研究会だとか。その頃は選

り取り見取りで。それで、僕はやっぱり理科です

から、自然弁証法に興味があって。そこで広重

に出会ったわけですね。広重は 1年上です。

今西 それで広重さんと交流ができたわけです

ね。自然弁証法研究会で、会報を作っておられた

んですか?

中冊 自然弁証法研究会の会報っていうのは、

理学部へ行ってからでしょうね。

今西三高ではエンゲ、ルスの『自然弁証法』を

読まれていたのですか?

中間 エンゲルスを読んだのだろうと思います

が、記憶はそんなもので、あんまり面白いとは

思わなかった。むしろ自然弁証法を学んだとい

うことよりも、広重たちと出会ったということ

の方が僕にとっては重要なことですよね。

3.一一京都大学:天皇事件前後
今西 それから理学部の方へ、 50年に卒業さ

れて行かれるわけですね。そこで宇宙物理学の

専攻になるわけですね。

中岡宇宙物理学へ行ったというのは、つまり

京都一中の時代に天文学問好会をやったからです。

今西天文少年の夢ですね。その墳はもう民科

なんかの活動をやっておられたんですか?

中岡 民科はね、広重の影響が強いですね。広

重が民科学生部の活動をず、っとしていて、そし

てあの広重がやっているから、彼の下走りみた

いなことをやったという感じ。自分で民主主義

科学者協会の学生部の会員になったという記憶

はないですね。

今西 でも当時の国民の科学運動に参加された

わけでしょ?

中間 参加したというのは、ついて歩いている

からというのではないけれども、広重と一緒に

理学部のなかの活動をやっていたから、国民の

科学運動にもかかわったということで。僕自

身、国民の科学運動をやったという、そういう

意識はないですね。

今西 だけど、佐倉惣五郎の幻灯をもって丹波

の農村へ入ったりなんかしたのでしょう。

中岡滋賀県(大津の付近)です。

今西滋賀県ですか。滋賀県の被差別部落のあ

る地域に入られたって書かれていますよね。あ

あ、滋賀県に入られたんですか。

中岡 それは国民の科学運動とは関係なくです

ね。この頃多分共産党に入っていたと思いますね。

今西先生がですか?それは指導されてという

か、誰かに言われて行かれたんですか?

中間 誰かに言われてではないですね。つまり

その農村工作をやるなら、こういう形も面白い

ではないかと。そういう格好で、幻灯をもって

滋賀県の未解放部落に入ったということですね。

今酉 それは山村工作隊活動とは全然別なんで

すか?

中間 やっぱり山村工作活動の一環だと思うん

ですけれども。その当時の共産党の軍事組織と

いうもの、これは僕らには全然見えない、見え

ないものですからね。だから農村工作に行った

といっても、すごくランクカまあるわけです。そ

れで非常に重要なランクで選ばれた人聞は、こ

れは軍事訴練で、かなりあの、多分浅間山荘グ

ループみたいな、ああいう形の活動を強いられ

たのだろうと。秘密にされているから、僕ら下

部の党員にはそんなことは全然分からない。

今西 Yという軍事組織があって、京都で200人

ぐらいいたらしいですね、当時Yはね。京大は

榎並公雄さんですね。彼がYの責任者だったん

ですけどね。榎並さんとは親しかったんでしょ?

中間榎並とは、それ以後親しくなったんで

あって。あの時にそんなに榎並と付き合いはない。

今西 Yの指導部の連中は、武装していつもピ

ストルもって歩いていたらしいですからね。
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中間 遥かに撲の知らない世界に榎並はいた。

で、ある日突然、僕の下宿に現われて、公開質

詩書を書けるなら、お前しかないから、書けと。

今西榎並さんですよね。

中岡 それは榎並が言うたわけです。しょっ

ちゅう毎日仲良く話していた、その頃はそんな

感じですね。

今西 ちょっと話が謡後しますけど、その入ら

れる前に 49年に看護学校事件が起こるわけで

すよね?6人の活動家の看護婦さんの認定を京

大が認めなくて、看護婦資格を与えないという

ことで、それで、大騒動になって警察隊が入ると

いう。それはもちろん三高におられたんですけ

ど、見ておられたんですか?

中岡 そのときは集会とかには出た記憶はあり

ますね。ですからいわゆる活動家という感じで

す。そしてあの共産党に僕が入ったのは天皇事

件以後ですね。だから滋賀県の農村に行ったの

もそれ以後ですね。

今西看護学校事件があって、 6人の看護婦さ

んの処分が撤回できなくて、その人たちは看護

婦資格が与えられないまま、卒業させられたわ

けですけども。運動としては失敗だったと、後

で、運動をやったJlI口是さんたちは言っていたん

ですけど、当時としてはね。極左方針を出した

んだけど、うまくし功〉なかった。その次に前進

座事件がありますよね。前進座事件の時も克て

おられたんですか?集会なんかに参加された程

度ですか?

中岡 前進座事件には僕は参加、その辺の記憶

がはっきりしないですね。

今西 処分が出ていますよね。同学会委員長の

水口春喜さんが放学になり、副委員長の中塚明

さんとか何人かが無期停学になった人たちがい

ますよね。 l年落第する人もいましたけど。処

分撤回運動もずいぶん起こってますよね。その

時も多分集会出ておられるんだと思うんですけ

ど、その?局中にあまりいなかったというわけで

すね。

中間 ええ、そうですね。

482 

今西京大ってものすごくきついと私思うんで

すよ。最高処分は放学でしょう。ほかの国立大

学も受けられないわけですよね。東大なんか退

学するけどインチキで。山田盛太郎さんとかそ

ういう人たちが学部長ですから、退学させるけ

れど、退学した人はほとんどが後で戻していま

すよね。京大の場合だ、ったら、松浦玲さんなん

かみんなそうだけど、戻れないという状況あり

ますからね。京大の方がそういう点では、権力

的というか強庄的なんですかね。

中間 その辺は大学内部のことやから、僕は全

然分からない

今商でもかなり処分されていますよね、停

学、退学、停学、退学っていう形でね。あれだ

け処分者を出しているというのもすごいと思う

んですけどね。 51年の天皇事件の方にもうー

匝話を戻しますけど、擾並さんが書いてくれる

ように言ってこられたわけですね。共産党細臨

の方から多分、はっきりいってあれですよね、

中身は共産党色というか、階級闘争色ではない

質問状ですよね。私は当時として、実に立派な

文章であると本当に思っているんですけどね。

あのときの先生の天皇観とか天皇制についての

考え方ですが、あそこにまあ書かれているよう

な人関天皇としては非常に不幸な形でね、それ

を利用する人たちに使われている、というよう

な質問状を出されたわけですけども。ああいう

天皇観ってどこから来ていると考えたらいいで

すか?

中岡 それはしかし、そんなにどこからとい

う問題ではないような気がするんですけどね

(笑)。あの頃に書いたものを、ちょっと二、三

読み直してきたんですけれども。自分で書いて

いる文章でいえば、天皇の歓迎準備、歓迎準備

の進行について非常に腹を立てている。それは

あの文章に書いたとおりなんですよ。ょうする

に天皇の通路だけは締麗にする。そして京大

の玄関の前の道は舗装する。舗装するけれども

10メートルいくと古いガタガタの道になる。

今西京都駅からの改修工事ですよね。天皇が
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通るところだけ。

中岡 僕は実際に見たことないから分からんけ

れども、天皇が降りるホームの柱を、要するに

三方だけ塗って、それはつまり天皇の通路から

見える部分だ、けを塗ってという話。これは本当

かどうか知らない。

今西 いやでも当時の学園新聞なんかにも書い

てますけどね。

中間 噂ではそういうふうになって。

今西 その前に島津製作所に行くとかで、島津

製作所も改修工事やるわけでしょう。天皇が通

るっていうだけで。

中関 やっぱりその思ったとおりを書いている

わけですね。つまり、見えるところを塗れば、

その裏側がどうなっているだろうかということ

は、気が付くはずがない。まぬけな人間とい

う、そういう扱い方ではないかということです

よね。

今西 天皇を馬鹿にしているわけですよね。

中間 それで、天皇をものすごく侮辱していなが

ら、神聖な存在として見ろという。そういう患

想そのものが、要するに非合理の極地という

か、合理的人関に対する侮辱であるという、そ

ういうとらえ方。

今西 そういう 4積りがよく表れていますよね。

中間 それにもすごく腹が立って。ある意味で

は、だからまあ、あちこちで迎える人間が天皇

の悪口だとか、いろんなことを喋っているわけ

ですよね。そして一方で、はそういうふうに見な

がら、なんとなくどっか人間としては抜けたも

のがあるというようなところを、けっこう茶化

したりしながら、かっそれを神聖な者としてお

くという。それは要するに合理的精神に対する

侮辱であるという。すごくそこのところに腹が

立ったわけです。その腹が立っていることを、

できるだけ正確に書いたとし寸、その文章が公

開されたわけですね。

今西私は非営に率直で、分かりやすくて読みや

すい文章だと思います。当時の共産党の一部の

人のなかには、なまぬるい天皇批判であるとか

ね、そういうような言い方をする人がいますけ

どね。でもそうじゃなくて、人間らしい憤りが

よく表れた文章だと私は患うんですけどね。

で、その天皇事件についてね、先生のご意見を

ちょっとお伺いしたいんですけども。例えば当

時の学間新聞のなかでも、なぜ天皇をわざわざ

京大に来さすのかということについてね。だか

ら看護学校問題、それから前進度事件といった

一連の過激な学生運動が京大で強くて、天皇を

わざと挑発的に来させて、学生運動家たちが天

皇を追い出したということで、学生運動を管理

したり抑圧する体制を強めるために挑発したん

じゃないかという意見もあるんですけどね。当

時の学園新聞でもそういう意見がちょっと出て

いるんです。それはどう思われますか?

中岡僕は、あの挑発とか何とかいう、そうい

う形で陪題をとらえるのは違ってね。あの事件

についていえば、僕はあの自分の一番思うてい

ることをきっちり書いたと。それで事件がああ

いう形で起こって、そういう形で反市が起こる

ということは予期していたけども、いくつかあ

るんですが、予期していた大きな騒動のなか

で、自分とは関係のない、その一番関係のな

い、あの事件と関係のないたくさんの人聞がた

くさん処分された。

今西 小畑さんなんか学校にいなかったわけで

すからね。警察に捕まってたんですから。

中間 しかもその、なんていうかな、彼らは田

舎から来た何人かは、郷里でものすごくひどい

めにあった。そのなかで、一番処分してくれて

いい人関が、そこから免れているというね。そ

れは、すごく僕にとっては負い目になっている

わけ。

今西 当時、先生には何の処分も下らなかった

んですか?

中岡 形式的、非常に形式論理なんですよね。

つまり同学会の責任であると。そして、それが

当事者であるかどうかということには関係ない

と。つまり指導部、その同学会、組織としての

同学会の責任は指導部が負うべきであると。だ
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から中央委員、総務部中央委員の8人である。

それは組織としても責任を負うべきであるとい

うそういう論理ですよね。

今西小畑さんは共産党も同学会も、天皇につ

いて何か強い抗議を表わすということは決めて

なかったんだと。かなり自然発生約に起こった

事件だと言っています。ただ文学部の一部と宇

治分校の連中がかなり挑発的な行動をとったこ

とはある、というふうな言い方をしていたんで、

すけど。文学部で一番最初にプラカードを持っ

ていたのは中塚明さんだと言っている人もい

るんですけど。それは覚えておられるんですか

ね?

中間僕はね、やっぱりね、書いたあと d怖く

なった。だから、あの日は現場に全然行つてな

しミ。

今西小松左京さんが木の上に登っていたとか

そんなの見ておられないわけですね。それも問

題になるんですよね。木の上から天皇見るとは

何事だという話になってくるんですけどね。

中閥 非常に面白い話があるんですけどね、あ

の時にね、ご進講というのがあって、天皇はご

進講を聞いた。経済でね、ちょっと誰が進講し

たかというのは分からないんですけどね(豊崎

稔氏一今酉)。その人が、経済の先生ですから

ゼミを持ってるわけですよね。ゼミでよく話を

したというんですけれども、つまり喋っている

時に、天皇が外で、学生が歌を歌っていますね、

あれは何という歌ですかと聞いた。それであれ

は平和を守れという歌ですと。そしたら天皇が

なかなかいい歌ですねと(笑)。これは経済学部

の学生のあいだにはだいぶ伝わっている話なん

ですけどね。作り話なのかね、本当なのかとい

うのは、僕はよく確かめていないんですけどね。

今西 侍従日誌ではインターナショナルを歌っ

たということになってるんですよ。

中間 インターナショナルも多分歌ったんだろ

うと思いますけれども、一番重点、は、僕が聞い

ているところでは「平和を守れj です。

今回 みんなそう証言してますけどね。侍従日
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誌では取り囲まれて、インターナショナルが歌

われたという話になってるんですけどね。警官

隊が導入されることに対する反発もあったわけ

ですか?天皇護衛のために管理されるというこ

とに対する。

中間 まあやっぱり、あの当時の学生運動の状

況から言えば、警官隊が来れば学生はものすごく

興奮するでしょうね。それは当然だと思います。

今西警官を入れた途端に、人の輸がものすご

く広がったっていいますよね。ワァーとね。そ

の時は、行って捕まるのはまずいと先生は行か

れずに家におられたんですか。

中岡 やっぱり怖かったというのが事実です

ね。しかし自分としては、自信をもって精一杯

のことを書いた。書いたけれども、こういう文

章を天皇に向けて突きつけたら、どういう反応

が起こるかだいたい見当がついている。行かな

かった、行けなかった。

今西 ただ後で、京大にすごい量の投書・が来ま

すよね、学園新慢なんかもそうですけど。そこ

でボロカスに、ものすごく狂った大学、「狂大j

とか言うような、そういう感じで書かれたり、

それからもう廃校にしてしまえというなね、や

つがきたり。もちろん野間宏さんとか何人か闘

争を支援するという手紙がありますけども。か

なり厳しい世論批判が出てきますよね。それか

ら当時学生たちが処分反対の支援をしてもらお

うと思って、共産党統一会議に行ったら、統一

会議の連中が、当時民統ですよね。民統の連

中から天皇陛下になんてことするんだってボロ

カスに言われたっていうようなね。また先生も

書いておられますけれども、!捲川虎二知事なん

て天皇を先導してきたし、天皇にたいしてそう

いう行いをするとは何事か、という発言をして

いますよね。健川知事は天皇制支持者ですから

当然そうなんだろうと思いますけど、そうとう

ひどい、後のパッシングがある。服部学長は、

何回も国会呼び出されていますよね。京大に新

しい管理法体制を作ろうという動きが国会のな

かで議論されてきますよね。そういう反応はど
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うだ、ったんですか。その後の処分を含めてね。

先生はちょっと負い目を感じたと言われました

けど。すごいその京大包囲網のようなものがで

きあがってきますよね。東大のポポロ事件が起

こってなかったら、私は関心がかなり京大天皇

事件の方に続いていたんじゃないかっていう気

がするんです。あの時。管理体制みたいなもの

がもっと強化されるような法律、大学管理法み

たいなのが強化されるきっかけになったんでは

ないかという気がするんですけどね。

中岡 あまり反応が、大体予想していたとおり

であるけれども。僕が思っているのは、服部学

長と、角南学生課長が頑張ってくれたなと、僕

が思っていることです。

今西服部さんもだいぶ国会に呼び出されてま

すよね。相当言われたんじゃないかと思うんで

すけどね。あの世論の動きだったら、もっとき

つい処分が出てもいいという感じだったでしょ

うね。でも 8人のうち、当日その日いなかった

人も処分されているから、随分不法だというこ

とで運動が起こってもいいので、はないかと居、い

ますが。

中開 まあ、なんでいうか、僕はやっぱり何人

かの人間にたいしては負い目を感じている、今

でも。

今西 それとちょっと話が変わるんですけど、

先生もちょっと書いておられるんですけど、当

時の共産党が山村工作隊とかああいう運動を

やっていたり、それからまた経済学部が国際派

と所感派に分裂しますよね。明日、経済学部の

重田澄男さんと会う予定なんですよ、経済学部

の話を聞きたいということで、彼に会う予定な

んですけど。そういう当時のことは党外におら

れでも分かりましたか?共産党の組織がかなり

分裂しているというか混乱しているという。

中岡 菌際派と所感派。対立そのものは当時非

常によく分かつていて、もう一つ軍事行動へ少

しずつ行きつつあるというのは、これは事実で

あって、共産党へ僕が入ったのは天皇事件の後

なんですね、天皇事件のあと共産党へ入って、

そして入った年の2月に初めて軍事行動という

のがあって。

今西 52年ですか?

中岡天皇事件があったのは?

今西日年です。

中岡 52年の 2月ですかね。初めて共産党の

そういう会議へ出たというのは、明自の朝、税

務署を武力行使すると、そういうあれで。どこ

かのお寺に集められたんですよね。それで話を

障いて、これは入る時期を間違えたかな(笑)。

今西 もう相当やばい時ですよね、 52年って。

中岡税務署襲撃というのは、本当ひどい会議

でした。行きたくない者はとにかく行くなと。

行きたいだろという者だけ前に出ろと。座って

いるお寺で一歩前へ出ろと、そういう時に、前

へ出ないでいるというのはちょっとありえない

ですよね。

今西卑怯者で、裏切り者みたいですよね。

中岡 わりあい自分の考えというのは持ってい

るつもりだったけども。やむをえず、前へ出た。

もちろん出なかった人間は一人もいなかった。

集合場所が、どこそこで。明日の朝集まれと。

朝の4時頃だったと思います。それで分担が

あって、そこへ。そしたら、石を持って、そ

れぞれの分担した税務署の窓に石を投げると

(笑)。石を投げてばあっと逃げるわけですよ

ね。明くる自、その日の昼ごろになったら、税

務署に正義の鉄鎚下される、というピラがあっ

て。それで僕はもうこんなんについていけん

わ、いややということで(笑)。だけど本当に

運命の別れ呂で。僕は新米の党員で、あったから、

それで済んだわけだけれども。ず、っと前からい

た人間はやっぱり、お前は何、お前は伺って違っ

た任務が与えられているわけですよね。実際農

村に行った人間もあるし、もっと山実に入って

武装訓練、銃を撃ったりなんかいうようなこと

もやった連中もいる。そういう人間はね、もう

すぐにダメになって戻ってくるんだけれども。

何人か、今でも付き合いがあるけれども、その

時のことは絶対言わない、何があったかね、だ
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けどすごく人間的に傷ついて帰ってきた。

今西 ノイローぜになったり、自殺したりした

人もいますよね。

中岡僕自身はずるい。ずるいというよりは、

それ以後何回か、そういう種類の軍事行動が、

2回ぐらいですね、京都の場合は。

今西火炎瓶事件とかやりましたけどね。

中間 あの 2回目からは、僕は絶対大丈夫と

患って集合時間に遅れていくわけ。それで、何か

言われたら、パスがちょっと故障したとか言う

て逃げるつもりで、集合場所に行かないと。

やっぱり本当に集合場所へ行って、そして火炎

ピンを投げて、捕まった人間もいますけど。必

ずしも僕は彼らに悪いとは思わなかったです

ね。 3回くらいでもう、こんなみじめなことは

止めよう、ということに多分なったんだろうと

思います。

今回 荒神橋事件とかあの辺はおられたんです

か?

中間 その時はもう卒業していました。

今西 その時は、もう高校の方に就職されてい

た頃で。じゃああの事件には震接関係しておら

れないわけですね。だけど 52年だったら、そ

ろそろ総点検運動が共産党で始まってきてい

て、内部の雰囲気がものすごく悪くなっていく

時期ですよね。だから 11952年夏j という小

説を、小畑さんも書いておられますからね。相

当学生内の雰囲気も悪くなっていった時期です

ね。それともう一つお伺いしたいのは、当時の

ね、文学部ももちろんそうなんでしょうけど、

理工学部も、先生の書かれているものを読む

と、ギルド的というかね。教授の指導とかね、

そういうのが非常に前近代的というかね、すご

い抑圧的な行動があったり、大学アカデミズ

ムというものに対する反発というのが、先生の

文章のなかでものすごい読みとれるんですけど

ね。そういうことは理工学部のなかで、強かった

のでしょうか?窪学部はもちろん論外といって

もいいくらい、我々の時代でもすさまじかった

ですからね。
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中間僕はそういうものに対する反発はもちろ

んあったけれども。なんというか、そういうこ

とを言う資格はないと思っています。理学部の

講義へ出たことがほとんどない。

今西学生運動で忙しくて?

中同学生運動というより、また広重との関

需になりますけど。広重より 1年下だったか

ら、広重より l年連れて京大に入っているわ

けですよね。京大に入ったら、広重がやって来

て、理学部で自然弁証法研究会を作ります。そ

れは OKということで。一学期はそのままでよ

かったんだけど、二学期になったら理学部自治

会の改選がある。広重が、岩垂純二っていう卒

業後、素粒子論で頭角を現してすぐ平死にした

男なんですけど。岩垂を理学部告治会の長に立

候補させる。ただ彼はちょっと気が弱くて頼り

ない。お前が副委員長になって、助けてやって

くれないかと。志重との付き合いゃからという

んで、そんなら副委員長になろうかと。それで

立候補して選挙があって。理学部の委員長が

岩垂、副委員長が僕。広重の予言通り、すごい

闘争。これはなんていうかな、レッドパージ問

題、レッドパージ反対闘争、それでストライキ

とか。広重の予想通りに、岩垂が病気になって

学校に出てこられなくなって。それで代わり

に、しょうがないということで僕が前面に出

て、交渉だとかそういうものに。それが終わっ

たら今度は同学会の中央委員になれという。こ

れは広重の指令ではないけれども。二学期のそ

ういう闘争中に撲が書いたピラが学内でいくつ

か評判になったんです。公開質問状も結局その

延長上にくるわけですよね。だいたい学内であ

のピラ誰になったかな、そうか中岡がまた書い

たんかとか、つまりそういうことで段々と運動

に深入りすることになって、結局一回生の前期

以外は講義に出たことはないわけですよ。

今西私もまったく同じですよ(笑)。朝昼タ

とピラを書かされてましたからね。講義なんか

行く時間なかったですよ。

中間 だからね、あんまりそういう徒弟制と
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か、なんかそういうことをいう資格がないわけ

です。

今西でも文章には書いてありますよね?

中間 それはありますけれども。

今西京大っていうのは、あんまり自然科学者

の戦争責任とか、そういう問題の追及というの

はやらなかったんですか?たとえば、湯川秀

樹さんだって、戦争中に原爆を作っていますよ

ね。かなり海軍と一緒の国防研究会とかやった

りしていますよね。そういうことはほとんど問

題にしていないですよね。理研グループだっ

て、中身としては、大変問題ありますよね。そ

ういうことはほとんど叡り上げなかったんです

か?

中間 まあ、やむを得ないこととして、あまり

誰も問題にしてないと患いますね、それの責任

は。むしろ理学部でいうと荒木俊馬、言論報国

会かな。学内で随分いろいろ国防指導というこ

とをやった。荒木俊馬はわりあいオーソドック

スで、敗戦とともに責任を負って離職したわけ

ですよ。

今西東大の平泉澄と一緒ですよね。

中間 だから、そういう主義のことは問題に

なったけれども。自分たちがやったことの戦争

責任というのは今みたいな感じだ、った。

今西 もう一つ京大で、不思議なのは、わりと戦

中に追放された教官を、戻してないんですよ

ね。たとえば、中井正ーさんとかを追放してい

るわけでしょ。治安維持法で、ひっかかった人た

ちを、それを京大に戻すということをやらない

んですよ。人民戦線事件などで捕まった人たち

を、東大はほとんど戻しているんです。京都大

学における戦後の民主化とか改革というのは何

だ、ったんだというのが、引っかかるところがあ

るんですよね。

中岡僕はそういう発想はなかったな。

4.一一高校教師から技術史家へ
今西 当時はやっぱりそういう問題にならな

かったんですかね。力石さんは中井正ーさんを

戻す運動をやろうとしたんだけど阻まれたとい

うふうに言っていますね。それでもう高校の方

に、朱雀高校に行かれるわけですね。大学院へ

行って研究はされたかったんですか?アカデミ

ズムは嫌だということで出ていったわけではな

いんですか?

中岡行きたかった。

中岡百合先生からやられた。

今西天皇事件の張本人の一人だからですか?

中間百合主任教授にものすごい嫌われたんよ。

中間嫌われたというより、こっちにも自覚が

ありますからね。一度も出てない。あなた関数

論を取っていませんねと言われでも、はいと言

うしかない。

今蕗 若い頃の文章読むと、けっこう教授に娼

びて卒論を書いてやるような奴は間違っている

んだ、みたいなことをいっぱい書いておられま

すけどね。

中岡 そういうのはそうだけれど。たとえば、

物理実験法は3人組でやるんですが、僕は全然

やっていないで、レポートの3人目に署名する

だけで、パスしています。こうしたことが、後の

段階ですごくひびいて来ます。そんな批判が言

える義理ではないわけですよ。ほとんどそうい

う基礎訓練はやってないですね、僕は。

今西 これも酉白いと言ったら大変失礼ですけ

ど、私も変わった経歴なんですけれども、先生

も相当変わっておられる。朱雀高校の定時制で

も教えられていた。だけど f現代における思想、

と行動』で、三一新書で 200点記念懸賞とし

て30万円もらって、これでしめたと思って、

職場を辞めて、もう一回研究の世界に復帰しよ

うと計画されて、自主的に辞められるんですよ

ね。で、薮内清先生のところへ押しかけ弟子に

なるという。

中間 そうですね。ある種の焦りとそれから自

分自身に対する研究者、やっぱりもともと研究者に

なりたかったわけですから、研究者になること

についての未練というのがあって。それで薮内

先生のところへ行った。科学史なら、何とかそ
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ういう関数論をやらないで議論できる、星雲の

計算などはできないけど。だけど科学史なら何

とかなるだろうという、そういう考えですね。

今西科学史という学陪は、当時の自然科学の

なかではあんまり率直にいって地位が高いわけ

ではないわけでしょ。どちらかというと学問の

内容的に。物理学の第一線で、やっているとか、

そういう人は偉くて。科学史っていうのは予備

でやるみたいなそういう扱いを受けていた時代

じゃないんですかね。

中間 地位が低いかどうかということは、全然

問題はないですね。問題はないけれども、研究

ということで身をかけるということについて

は、未練が残っているということですね。

今西薮内先生を選ばれたっていうのは、アジ

アの科学史に興味があったんですか、その時か

ら中国科学史に興味はあったのですか?

中間 薮内さんは、天文学史の著書もたくさん

ありましたからね。

今西博覧強記の先生ですからね。別にその時

はアジアのことをそんなにやろうという意識を

持っておられたわけではないわけですか?

中間 ええ、山田慶児とはかなりその学生運動

なんかも一緒にやっていて、行った時はすでに

山田慶児は、薮内さんの下の助手だったわけで

すよね。それで薮内さんは天体力学の先生で、

天体力学の講義はちょっと聴いたことがあっ

て。それくらいの関係で。薮内さんのところへ

行って中間天文学史をやるつもりは全然ありま

せん。けれども科学史をやりたいので、山田鹿

児の隣に少し小さな机が欲しいと、しばらく面

倒を見ていただけませんか、そういうふうなこ

とを言うたわけです。

今西 でも 49年の中国革命を経験されて、そ

れもかなり大きなショックだったわけなんで

しょ。だから中国への関心とかず、っと持ち続け

ておられますよね。そういうのはもうちょっと

後なんですか、中国の問題とかを考えようと

思ったのは。

中間 やっぱりその頃の気持ちとしては、ガリ
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レイの書いたものを読みたいというのが一番強

かった。

今西 それは面白いですよね。資金が 1年半ぐ

らいですぐ途切れてしまって、民間企業に就職

せざるをえなくなってしまったという。計画は

3年くらい研究するつもりが。

中間朱雀高校を辞めた時にね、 27万、退職

金なのか積立金なのか、何かしらんけど27万

もらった。三一新書の 30万はスパッと出すよ

うな余裕はなかった。かなり何回かに分けても

らった。いずれにせよ、両方を足せば、 2年ぐ

らいもつだろうというつもりだった。ところ

が、 1年たってみると、みるみるそれが目減り

した。それで、その時はまだ結婚はしていな

かった百合の、お父さんに頼んで、、その経営す

る工場で週何回かアルバイトさせてもらった。

このことについては後に詳しく話します。それ

から、三高の時習った小堀憲先生(当時理学部

数学教室教授)のってで立命館大学II部で教養

課程の数学を 2コマ持つことになった。これで

何とか、貯金の毘減り速度を減らした。これで

体制が安定して、その間神戸大の青木靖三を先

生としてガリレイやカルダーノの勉強をやって

います。この 2年ほどは科学史の研究にうちこ

んだ時期です。 2年ほど11質調な年をすごした 3

年目の前に、立命の数学の時間割の教務担当を

やっている理工学部の数学の主任教授がとんで

きて、 3学部の文学部教授会はなんともいわな

いんだけど、法学部と産業社会学部二つの教授

会から、その要するにそれが数学の教師とに自己

当されることを拒否するという。

今商拒否するということは、大学院を出てな

いやつは駄目だというわけですか?

中岡 それは反党分子ということで。公然とは

言わないけれども、来たわけですよ。それで数

学科の主任教授が私はまったく心当たりがない

んですが、あなた心当たりありますかつて。大

いにありますって(笑)。小堀さんに呼び出さ

れてどうなんだ、というふうに言われて。小堀

さんは多少政治力があったから、立命館に科学
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史という講座をどっかで置いてね、そしてそ

こへ私を押し込んでやろうという考えであった

のです。この小堀さんからどうなんだと関われ

て、それは心当たりがありますとだけこたえ

た。ちょうど党派的に言うと、いわゆる構造改

革派、構造改革派の、京都の構造改革派の流れ

というのは、実は榎並を中心にした。

今西榎並さんは構革派に行ったんですか?

中間 それで榎並との付き合いっていうのは、

天皇事件で彼に言われて、公開質問状を書いた

という繋がりであって。京都の構造改革派とい

うのが200人くらい、メンバーがいた。かな

り大きな。もともとつくったリーダーは榎並で

あった。榎並はこう、そこを通り過ぎて社会党

へ入党したわけですよ。そのことについては僕

は榎並を若干恨んでいるわけですけどね。で

もその結果として、京都の構造改革派をどうし

てもまとめることが必要になって、やむをえず

僕がリーダーとなった。これは間違いないわけ

ですね。そして、京都の構造改革派の学生メン

ノてーが一番多かったのは立命館です。おそらく

学生メンバーは、 100人くらいいたと思います

ね。組織的にはね、僕がそれを指導したりとか

そんな関係は全然ないんで、す。ないんだけれど

も、系統から言えばやっぱり一番上に乗ってい

る。それが立命館大学で数学などを教えている

と。それが教授会で開題になっても不思議では

ない。あんまりそういう時に、僕は勇ましく戦

わないんで。僕はそういう点で批判されるかも

しれんけど、僕がそこで数学で教えているとい

うことは結局、薮内さんと小堀さんとの繋がり

を通してであった、そして薮内さんも小堀さん

も僕の政治運動歴は全く知らないわけです。お

二人のところにとばっちりが行くことはさけた

かった。小堀さんには、いや心当たりはあるの

で、辞めさせてもらいますといった。そして、

私、文学部はもう l年教えさせてくれたわけで

す。文学部でとにかくもう 1年教えて、それで

結局辞めた。それを辞めたときと、 57万円が

切れた時が大体一緒になるわけです(笑)。

今西 悲惨なことだったんですね。そもそも

『現代における思想と行動』だって、中身は

かなりきつい共産党批判ですよね。だから、

1960年から栢当激しく共産党を批判している

わけですよね。

5. -----IF工場の哲学Jの誕生
中間 だから、つまりそういう一連のもので。

大体立命館大学が文学部を除いては大体共産党

であるのは承知の上でしたから、それで、どうし

ようもなくなって、もう一度百合の親に頼み込

んで、その経営している会社に入れてもらった。

今西 ああそうなんですか、阪神溶接機材の社

員というのはそうなんですか。

中間 常務をやっていた。もともと大阪変圧機

の子会社、大阪変圧機と神戸製鋼が、 1: 1で

出資して作った子会社。あの高度成長期の一番

成長産業、造船業の一番大きな技術革新という

のは自動溶接、サプマージドアーク溶接法で

す。その溶接法のブラックスを作っていた。フ

ラックスというのは原料はガラスなんですけ

ど、ガラスの粉を溶接部に盛ってそのなかへ溶

接のワイヤーをいれて、火花をとばすとガラス

が溶けて、溶接部を空気から遮断するわけです

ね。その中へ急速にワイヤーを走らせて溶接す

る。そういう仕掛け。そのブラックスをイ乍って

いる会社。

今西 そこで技術課長にまでなられているんで

すよね。

中間 最初の持は嘱託。まあ入社の時の面接

で、つまり大体どんなことができるかっていう

のは、経歴はこういうものだから、わからない。

そっちから言うてもらえれば、できることを言

いますから。統計的品質管理全盛の頃で、品質

管理技術のなかで工場実験法というのがあるん

ですよね。工場実験法はどうで、すかつて。その

時、初めて工場実験法というのを聞いた(笑)。

それで、丸善へ帰りに飛んで、行って、増山元三郎

r実験計画法』を取り出してぱらぱらつとめくっ

て、ああこれはあかんと。もう必死になってテ
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キストを探したら、西堀栄三郎の『工場実験法』

という薄っぺらい日科技連(日本科学術者連盟、

戦後日本の品質管理 rQCJ運動を推進した有力

な団体である)のパンフレットがあって、それ

立ち読みして。これならおれでも何とかできそ

うだと。工場実験法なら OKです、そしたらそ

れでいきましょうということで、若い技手I¥f者が

5人いるから、その5人にその工場実験法を教

えてくれと。だいたい週に 4回ぐらいですね。

若い技捕者と一緒に、西堀さんの『工場実験

法』を読むというね、研究会をやった。半分く

らいやったところでね、テキストばっかり読ん

でてもしょうがないから、いっぺん工場のなか

で、困っている問題があったら、この手法で、やっ

てみようゃないかという話になった。たまたま

フラックスのなかのグレード 20という製品が

ず、っと不良率20%の状態である、それをいっぺ

んやってみてくれと。 5人と一緒に分担して、

西堀さんのテキストに従ってやって。何回か工

場実験をやって。大体原菌を突きとめて工程を

改良して、 l回目実験をやったんですよね。公

開実験で。若い新米が果たして、我々が長いこ

とを苦労している 20%を、どうしても減らせ

なかった不良率を減らせるかなあというので、

みんな興味津々でね。 10チャージ実験をやって

いって、最初から lチャージはまる、 8チャー

ジまで全部まるまる。その辺までいくと異様な

雰囲気になって。 9チャージゃったらペケになっ

た。その時の工場内のほっとしたような雰囲気、

もう忘れられん(笑)010チャージもペケになっ

た。それでもって、みんなもほっとしたし、僕

も大体分かった。たぶん、繰り返していく間に、

炉の中に何かがたまっていくんだと、繰り返し

て増えているものをチェックしてみようと。そ

れで、ず、っと諦べてまわってね、初めて分かつた

んですけどね、結局、組長がある成分をチャー

ジが重なる度にほんのわずかな成分を増やして

いる。配合を諦べて見たらすぐわかった。その

配合をどうしてこういう配合をするんだって組

長に開いてみたんですね。そうしたらね、自分
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は説明できないけども、経験的に言えばこうす

れば不良がなくなると、長い経験のなかで。頼

むから今度の実験やるときには絶対に成分を変

えないで欲しい、配合をと。そのちょっと増や

すというのを禁欲してくれというので、 2回目

ゃったら、良くいったわけです。けっこうもの

すごい偶然なんですけどね、ガラスのなかに製

品の品質が悪くなるんではなくて、ガラスです

から、物性的には多分微結晶が析出するわけで

すよね。微結晶の析出を支配している成分を、

どうしてか組長は自分の経験則で、少しず、つ

チャージを繰り返すごとに増やしていくという

配合法を。その成分がある限界をこえたところ

から結晶が析出していく。つまりそのこと自体

は、工場実験法とは何の関係もないわけですね。

今西 いやだけど、先生のやり方というのは、

すごいですね。だから F工場の哲学』にまとめ

られて、我々もあれをテキストにして工場見学

をあの頃いろいろやって、醸造業の装置産業と

かね、見て回ったんですけどね。非常に分かり

やすい具体的であるということ、現場に即して

いるということね、現場の人鰐関係っていうの

をね、非常によく掌握してね、やっておられた

なと。一番衝撃を受けたのは、私は社会主義に

なっても肉体労働と精神労働の分離とか、単純

労働と複雑な労働の対立がなくならないというこ

とをね、あの本で予言されたのは、私は非常に

適切な指摘だと思ったんですけどね。ですか

ら、ものすごく定時制高校の経験とか工場の経

験とかが生きているわけですよね、学問のなか

にね。それが私は非常に強みだと思うんですよ

ね。

中岡結局やはり、女房のオヤジさんの工場で

f動いた 5年間というのが最大の収穫ですね。工

程をどういうふうに見るか、どういうところに

着目するか。結局、技術的実践の仕事の速成み

たいなものをそこでっかんだんだと思いますね。

今西 だからまず現場を見ろというふうに我々

も言われて、工場を回ることを勧められたんで

すけどね。たしかにその経験期とかね、その人
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間関係だとか、職場のなかでの差別の問題と

か、いろんなこと見ていかないと、工場ってい

うのはつかまえられないし、実態として分から

ないということを非常に実感されたんですね。

中捕 結局ね、結果として、その実験を成功さ

せてから後、工場に正式にλ社して、職員に

なってほしいという話になって、それはこと

わっていたのですが、立命問題で援をくくって

入社して働くことになったんですね。信用され

たのはありがたいんですけれども、その工場自

体が僕が行く前から溶接のブラックスだけでは

つまらないという。それはなぜかというとその

会社自体が、自動溶接自体がアメリカのユニオ

ンカーバイド社の特許であって、ユニオンカー

バイド社と契約して、そしてそこからもらった

いろいろなスペックを使って操業している。そ

れだけではもうひとつ会社としてはつまらんわ

けですよ。

今西 外国の特許をそのままやるだけですから

ね。

中間 利益は全部親会社が契約で、持っていって

しまう。会社としてはつまらんから、独自の製

品をもちたいということですよね。電解二酸化

マンガンっていう、これは要するに昔の乾電池

というのは二酸化マンガンが重要な素材、今の

リチウムの役割を二酸化マンガンがやった。そ

れでその二酸色マンガンは、結品形がアルファ

型、ベータ型、ガンマ型という三つあって、天

然に産出するなかでガンマ型というのが非常に

少ない。しかし電池に使った時の特性は、ガン

マ型が抜群にいいわけです。ところが天然のガ

ンマ型の二酸化マンガンは非常に少ないけれど

も、硫酸マンガン溶液を電気分解して作ると、

陽極に二酸化マンガンができる。その二酸化

マンガンは全部ガンマ型である。松下電気がハ

イトップ。っていう乾電池で戦後最初のブームを

起こすわけです。松下電器のハイトップという

乾電池は全部ガンマ型の二酸化マンガン、だか

らものすごく特性がいいと。電解二酸化マンガ

ンというのはその当時、僕が阪神溶接機材にい

た当時は、すごく高い儲かる高品であって、そ

れを三井金属と鉄興社っていう二つの会社が独

占して作ってた。それは、もう一つの富士電気

化学という浜松にある小さな会社なんですけれ

ども、富士電気化学がやはり研究開発でガンマ

型の二酸化マンガンを作るようになったけれど

も、富士電気化学の技術指導を受けて、阪神溶

材が作るようになった。溶接のフラックス原料

として非常によく使うのが炭酸マンガンである

ということから原料の共通性を利用するわけで

すけど。つまり炭酸マンガンを硫酸で落解し

て、非常に高い混度で95度くらいの温度で電

気分解する。陽極に出てくるのが二酸化マンガ

ン。それはまあ自社内の技術で、やって、操業を

はじめて、月産200トンの設備をつくって。

鉄興社と三井金属の方は月産 1000トン。抜神

溶接機材は月産200トン。そういう状態で競

争していたんだけれども、ものすごい赤字で、

溶接フラックスの方は年間3鰭ぐらい純益が

出ていた商品なんですね。電解二酸化マンガ

ンを始めたら、それの損失で3億がパーにな

る。本社が、大阪変圧機も神戸製錦もカンカン

になって怒っていた。それをね、なんとかして

くれと。これは本当にいって到底僕の手におえ

る仕事で、はなかった。まだその時女房と結婚し

てないんですけど、女房を獲得するためにやら

ざるを得ないという。結局僕がその仕事を始め

たときは、トンあたり製造原価が 19万円なん

です。そのとき競争相手が売値トン 14万円で

売っているわけ。こっちが製造原錨だけで 19

万。弼底そんな競争に勝てるはずがない、向こ

うが月産 1000トンでこっちが200トンと。

まあいろんなことやりましたけど、必死に頑

張って、製造原錨で 15万切るところまで、持っ

て行ったら、向こうが売鎮で 13万5000円。

それでどこまで、ちょうどそれを 3年ゃったん

ですね。 3年目で製造原価 11万 5000円まで

もっていったら、 2社の売値は 10万丹台と。

そこまで来てね、もうあかんという数字。これ

以上、知恵の出しょうがないし、それもまった
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くの素人なんですよね。まったくの素人が、だ

からどうやって経費を節減するか、技術的に問

題にどうアフ。ローチするかそういうことは随分

収穫はあったけれども、もう本当にこれ以上は

度量にあわんと。その仕事は、撲ひとりでなく

て、もう一人、これはちゃんと工学部を出て、

それも化学工学をやった技術者と組でやったん

ですけど。結局その男にもう僕はここまで、こ

れ以上能力がないし、もう一つはやっぱり研究

者になりたいという未練が残っていると。こっ

から先は君がやってくれということで。それで

結局、 sosを出したら神戸外大、ちょうど三高
出身の教授が辞める時だったんです。

今西 やっぱり三高人紙は強いですね。

中間 その時、俺はもう続かんから辞める、と

女房に言うたのは結婚した翌年なんですね。

今西 68年ですよね。神戸外大のほうに行か

れたのですね。企業から公務員になったら、収

入はがたつと減りますよね。

中岡原稿料を入れても、収入はその時が一番

高かったでしょうね。阪神溶材の頃が。

今西 『現代の理論』に書いておられた頃まで

が。

中間 それやりながら f現代の理論』に書い

てたわけですからね。

今西 それは F工場の哲学』でしょ、まとめた

のはね。

中岡 1院ができるようになってから、きっちり

まとめました。

6.一一構造改革派の運動

今西 その 70年から労働分析研究会をやられ

たわけですか?

中間 70年7月からはじめてガリ版の労働分

析第 l号が8月に出ています。

今西 熊沢誠さんたちと一緒に?じゃあその頃

中間 だから抜神溶材を辞めてから、労働分析

研究会を始めたわけですね。

今西 1970年代は、公害とかいろんな問題が
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出てきて、そういう議論が出てきた頃ですよ

ね。先生の本がでて、宇井純さんとかいろんな

人たちが『公害原論』を書いたりなんかしてた

時期と重なりますよね?ちょうど日本で本格的

に公害研究みたいなごとが始まった時期でもあ

るし、労働問題研究、工場研究がわりと本格的

に出た時期ですよね。これは誰がもちかけられ

たんですか。熊沢誠さんですか、やっぱり。

中間 むしろこれはだから、ちょうどその構造

改革派、統一社会主義同盟の大森誠人の帯在が

大きい。熊沢誠は、私の妻の百合の兄、浅沼万

里の京大時代の同級生で、その頃からのつき合

いでした。大森誠人が陪にはいることで大森・

熊沢・中間が「労働」を研究の対象として結び

っくことになった。

今西構革理論というのは誰の影響が強かった

んですか?井汲卓ーさんとかそういう系統です

か?当時、長洲一二さんとかいろんな人たちが

出てきますけど。

中岡 構造改革、これはやっぱりイタリア共産

党の影響ですよね。だから、統一社会主義同盟

の京大支部。それで、これはもうメンバーは、そ

うそうたるメンバーで、すよ。飛鳥井雅道、松浦

玲、それから僕、藤沢道郎、谷川稔、それから

槌田助。これは公開しでもいいでしょう。山田

慶児は時々聞きに来ていたけども、彼は非常に

はっきりしていて、入らなかった。

今西 山田鹿児さんは、中国哲学や三浦梅菌な

どに興味があったのでしょう。

中間 飛鳥井の家の二階で、学習会をやった。で

イタリア語学校を、藤沢さんを講師にして楽友

会館で開催した。最盛期は 2クラスであった。

今西 安東仁兵衛氏なども来ていたわけですね?

中岡 安東仁兵衛は関西へ来るとよくうちの家

に来てた。

今西 いわゆる現代の理論グループですよね。

そうすると当時は、安仁さん、飛鳥井さんの線

が非常に強かったわけですね、。

中岡百合浮世離れした(笑)。

今西浮世離れした。社会主義革命ですから



e'nterview>>> r京大天皇事件Jか6技術史家ヘ中崎哲郎氏1<::厨ぐ

ね。労働問題やらんといかんという話になるの

は当然ですよね。

中岡百合 いつもしぶしぶ引き込まれて前面に

立つという。

今西 天皇への質問状を書いた時からそうですね。

中間百合全部そうです。その後も、積極的に

自分が噛むということもね。

中間 撲は辞めたい、辞めたいと言っているの

にね。京大支部についていうと、飛鳥井がなん

でいうか、要するに指導者でないといかんと言

うんですよ。飛鳥井が言う、自分が指導すると

は絶対言わない。その頃から、もう引きたいと

言いながら、しかしずっと辞めていない。しか

しその統一社会主義同盟というのはわりあい大

阪で長い寿命があって、結局まあ『社会主義と

労働運動』という機関誌が、これも槌分長い間

出していて。これ今日持ってこょうかなと思っ

たけれども。まあそれはずいぶん面白いネタが

たくさん書いていて、薄っぺらいね。それを何

年かな。

今西 その後また中国へも行かれていますよ

ね?そのとき毛沢東とか、中国農業とか中国工

業について書いておられますよね、いろいろ積

極的に。中国の体験ってどうだったんですか?

中岡 中国は3回行きましたけれども。まあず

いぶん中国のことは書いていますし。

今酉 中国もメキシコも行かれたのでしょう。

中岡 『私の毛沢東主義「万歳JJ というのも。

今西読ませていただきましたけども。

中間 あれは最後のところで、この「万歳」

は、日本人が長く親しんだ人物を駅頭で見送る

ときに万歳というあの「万歳」であるというふ

うに書いたし、そういうつもりなんだけれど

も、本の標題というのは恐ろしいもので、あれ

は毛沢東主義者であると。

今西構改理論の毛沢東主義ってどういう思想、

なんですかね。どう結合するんですかね、毛沢

東主義とグラムシがどう結合するんですかね。

旅行記はいろいろ読ませていただきました、面

白かったです。イギリス旅行記は大変面白かっ

たです。

中間百合大変でしょ、みんな。大変な特に

ばっかり1'Tっているから。イギリスで、はf子った

時、 1ポンド 410円、帰る時は 1ポンド 600

円。メキシコヘ行った時はものすごいインフ

レーションの最中。

今西 いや百合さん、大活躍ゃったと患いますよ。

中間百合今度もまた代わりましたよね。私ら

行った時もちょうど労働党に初めて変わった時

ゃったからね。労働党から保守党へ、キャラハ

ンからサッチャーに。そしたら子供の学校の給

食が、がらっと変わったんです。それが子供に

とってはいまだにショックで。

西JII祐子 どう変わったんですか?

中間百合最初行った時は、キャラハンさんを

引き継いで、いる時ゃから、子供たちの給食は

スープからはじまってデザートまでのフルコー

ス。その次はもうサッチャーになって一汁一

菜。そして貧乏の家の子供はスクールミール。

お金もってこんと、食べられないから。家から

サンドイツチ持って。そういう時代になった。

今西保険もがらっと変わったし、医療もあれ

ですね、全然違っています。

中間百合 あれはもうびっくりするような変わ

り方でしたよ。

今西 お疲れじゃないですか。今日は一応、こ

こまでということにしておきます。ありがとう

ございました。
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